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第
25
回 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
月
23
日
、
椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

村
内
か
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
第
25

回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
生
涯
学
習
講
座
の
作
品
や

人
権
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
無
料
健

康
相
談
や
食
生
活
改
善
推
進
員
が
調
理
し

た
減
塩
食
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、生
涯
学
習
功
労
者
表
彰
、

公
民
館
連
合
会
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

開
会
式
後
に
は
、「
育
み　

は
ぐ
く
ま

れ
」
と
題
し
、
東
京
都
で
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
ボ
ニ
ー
タ
」
を
経
営
さ

れ
て
い
た
木
村
ま
さ
子
氏
と
阿
蘇
高
原
絵

本
美
術
館
長
で
作
家
・
写
真
家
の
葉
山
祥

鼎
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
命
を
い
た
だ
く
こ
と
を
意

識
し
て
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
日

本
独
自
の
挨
拶
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い

う
言
葉
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
話
し
を

さ
れ
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
毎
日

食
べ
て
い
る
食
事
の
基
本
で
あ
る
、
作
っ

て
く
れ
て
い
る
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
農
家

や
い
た
だ
く
「
命
」
自
体
に
感
謝
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

椎
葉 

順
一 

様（
本
郷
）

  

昭
和
61
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
の
25
年

間
、
大
河
内
神
楽
の
指
導
者
と
し
て
地
区

の
伝
統
文
化
の
継
承
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
、
平
成
19
年
か
ら
は
大
河
内
神
楽
の
唯

一
の
横
笛
奏
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
公
民
館
役
員
や

民
生
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
区
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
家
大
い
ち
ょ
う
太
鼓 

様（
松
尾
）

　

平
家
大
い
ち
ょ
う
太
鼓
は
、
平
成
10
年

に
結
成
し
、
村
内
外
の
演
奏
活
動
を
は
じ

め
、
小
中
学
生
を
対
象
に
和
太
鼓
の
指
導

も
行
っ
て
お
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

椎
葉 

満 

様（
矢　

立
）

　

前
大
河
内
公
民
館
長

　
（
平
成
18
年
度
～
平
成
24
年
度　

７
年
）

那
須 

義
定 

様（
古
枝
尾
下
）

　

前
不
土
野
公
民
館
長

　
（
平
成
21
年
度
～
平
成
24
年
度　

４
年
）

中
瀬 

計
己 

様（
臼
杵
俣
）

　

前
小
崎
公
民
館
長

  （
平
成
23
年
度
～
平
成
24
年
度　

２
年
）

の
心
掛
け
が
、
心
を
豊
か
に
し
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
行
わ
れ
た
、
講
師
２
人

に
よ
る
朗
読
は
、
参
加
者
全
員
が
静
か
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
生
涯
学
習
」
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が

自
由
に
そ
し
て
自
分
で
テ
ー
マ
を
選
び
、

自
分
に
あ
っ
た
手
段
や
方
法
で
年
齢
を
超

え
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
な
こ
と
を

必
要
な
と
き
に
学
ぶ
こ
と
で
す
。
読
書
や

映
画
鑑
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど
、

肩
の
力
を
抜
い
て
、
身
近
な
も
の
か
ら
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

▲講師の木村まさ子氏と葉
はやま

山祥
しょうてい

鼎氏

▲生涯学習功労者表彰を受賞された皆さん

▲左から椎葉満様、那須義定様、
　中瀬計己様

生
涯
学
習
功
労
者
表
彰

公
民
館
連
合
会
功
労
者
表
彰
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椎
葉
村
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
意
識

の
向
上
と
人
権
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

取
組
と
し
て
、
村
内
の
小
中
学
生
に
毛

筆
、
硬
筆
、
標
語
の
３
部
門
の
作
品
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
小
中
学
生
か
ら
全

４
２
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
者
に
は

教
育
委
員
会 

荒
竹
ト
シ
子
委
員
長
か
ら
、

賞
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

毛筆の部（応募数　170 点）

硬筆の部（応募数　46 点）

標語の部（応募数　204 点）

　

黒
木 

沙さ

也や

加か 

さ
ん（
小
崎
小
６
年
）

（
評
）力
強
く
、
の
び
や
か
な
線
で
気

持
ち
よ
く
書
け
ま
し
た
ね
。
中
心
が

し
っ
か
り
通
り
、
堂
々
と
し
た
書
き
ぶ

り
が
、
大
変
す
ば
ら
し
い
で
す
。

　

椎
葉 

旭あ

晴せ
い 

さ
ん（
小
崎
小
２
年
）

（
評
）一
点
一
画
、
慎
重
に
か
け
ま
し

た
ね
。
全
体
的
に
美
し
い
ま
と
ま
り

の
あ
る
、
光
り
輝
い
た
作
品
と
な
り

ま
し
た
ね
。

○
入
賞
者（
奨
励
賞
）

【
毛
筆
の
部
】

　

岡
村 

明あ

楓か

葉は 

さ
ん（
松
尾
小
３
年
）

　

谷
川 

美み

空く 

さ
ん（
大
河
内
小
４
年
）

　

椎
葉 

要と
し

喜き 

さ
ん（
小
崎
小
５
年
）

　

椎
葉 

優ゆ
う

香か 

さ
ん（
椎
葉
中
１
年
）

　

右
田 

葵き

彩さ 

さ
ん（
椎
葉
中
２
年
）

【
硬
筆
の
部
】

　

那
須 

咲さ
き

菜な 

さ
ん（
椎
葉
小
２
年
）

　

椎
葉 

慧さ
と
し 

さ
ん（
尾
向
小
２
年
）

【
標
語
の
部
】

　

椎
葉 

愛あ
い

花か 

さ
ん（
尾
向
小
１
年
）

　

甲
斐 

龍り
ゅ
う斗と 

さ
ん（
椎
葉
小
３
年
）

　

久
間 

愛よ
り

華か 

さ
ん（
不
土
野
小
６
年
）

　

桑
原 

一い
っ

平ぺ
い 

さ
ん（
椎
葉
中
１
年
）

　

椎
葉 

彩あ
や

香か 

さ
ん（
椎
葉
中
３
年
）

　

岡
村 

美み

桜お

花か 

さ
ん（
松
尾
小
５
年
）

（
評
）
楽
し
い
と
き
の
「
私
」、
そ
う
で

な
い
と
き
の「
私
」・・・
。つ
い
つ
い
、「
相

手
」
や
回
り
の
人
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
お
互

い
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
も
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
作
品
で
す
。

那須 啓
けい

菜
な

 さん
（椎葉中１年）

　

石
井 

智と
も

明あ
き 

さ
ん（
尾
向
小
２
年
）

　

黒
木 

紗さ

弥や

香か 

さ
ん（
椎
葉
中
１
年
）

　

椎
葉 

愛あ
い

花か 

さ
ん（
尾
向
小
１
年
）

植村 京
きょう

香
か

 さん
（椎葉中３年）

■
最
優
秀
賞

■
最
優
秀
賞

■
最
優
秀
賞

■
優
秀
賞

■
優
秀
賞

■
優
秀
賞
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各
小
中
学
校
代
表
の
児
童
生
徒
が
、椎
葉
村
の
魅
力
や
将
来
像
、将
来
の
夢
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
児
童
生
徒
は
、
大
勢
の
観
客
の
前
で
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

発
表
し
て
く
れ
た
児
童
生
徒
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
椎
葉
の
伝
統
芸
能
を
守
り
た
い
』

  

将
来
の
夢
は
、
も
う
一
度
お
父
さ
ん
と

一
緒
に
神
楽
を
舞
う
こ
と
と
、
大
好
き
な

「
面
神
楽　

芝
引
き
」
を
舞
う
こ
と
で
す
。

尾
前
神
楽
、
椎
葉
の
伝
統
芸
能
を
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

『
将
来
の
夢
』

　

私
に
は
、「
プ
ロ
野
球
選
手
」
と
「
獣

医
の
資
格
を
持
っ
た
動
物
園
の
飼
育
員
」

に
な
り
た
い
と
い
う
二
つ
の
夢
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し

続
け
る
こ
と
を
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

『
椎
葉
の
良
さ
を
伝
え
よ
う
』

　

椎
葉
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
発
信
し
て
い

く「
４
Ｄ
メ
ガ
ネ
」「
お
つ
る
ち
ゃ
ん
Ｃ
Ｍ
」

の
ア
イ
デ
ア
を
考
え
ま
し
た
。
実
行
す
る

と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
大
変
な
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
、
私
は
、
椎
葉
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
考
え
、
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

『
自
分
の
夢
、
未
来
』

　

私
は
、
将
来
「
診
療
放
射
線
技
師
」
に

な
り
た
い
と
心
に
決
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
た
め
に
は
困
難
な
道
の
り
が
待
ち
受

け
て
い
ま
す
。
私
は
、
夢
実
現
の
た
め
に

流
さ
れ
や
す
い
性
格
を
変
え
、
困
難
に
直

面
し
た
と
き
に
自
分
の
意
思
を
貫
き
通
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
診

療
放
射
線
技
師
に
な
り
患
者
さ
ん
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
椎
葉
村
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

『
椎
葉
村
の
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
』

　

私
の
考
え
る
「
小
さ
な
病
院
大
作
戦
」

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
大
作
戦
」
の
よ
う
な

椎
葉
村
の
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、多
く
の
看
護
師
が
必
要
で
す
。
私
は
、

こ
れ
か
ら
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
、
優
し
い

看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

『
自
分
の
夢
』

　

私
が
病
気
の
と
き
に
優
し
く
声
を
か
け

て
く
れ
た
看
護
師
さ
ん
、
み
ん
な
に
優
し

い
看
護
師
さ
ん
に
あ
こ
が
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
将
来
、
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
優
し
く
看
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
看
護

師
に
な
り
た
い
で
す
。

『
椎
葉
村
の
人
を
増
や
す
た
め
に
』

　

椎
葉
村
の
人
を
増
や
す
た
め
に
い
ろ
い

ろ
考
え
、
若
い
人
た
ち
に
農
業
に
協
力
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
結
論
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
椎
葉
村
の
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
一
か
ら
考
え
て
い
け

ば
、
必
ず
解
決
策
に
た
ど
り
つ
け
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

『
自
分
の
夢
、
未
来
』

　

私
は
、
将
来
「
信
頼
さ
れ
る
人
」、「
人

に
役
立
つ
人
」、「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
人
」
と
い
う
３
つ
の
な
り
た
い
人
物

像
を
実
現
し
て
、
社
会
の
、
そ
し
て
、
椎

葉
村
の
役
に
立
て
る
人
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
続
け
ま
す
。

子
ど
も
の
声
を
聞
く
会尾向小６年

尾前 維
い

吹
ぶ き

 さん

大河内小６年

椎葉 悠
ゆ う

真
ま

 さん

松尾小６年

椎葉 凪
な ぎ

咲
さ

 さん

椎葉中２年

松岡 星
あかり

 さん

不土野小６年

那須 菜
な

奈
な

美
み

 さん

小崎小６年

黒木 沙
さ

也
や

加
か

 さん

椎葉小６年

椎葉 美
み

結
ゆ う

 さん

椎葉中２年

黒木 光
こ う

大
だ い

 さん
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椎葉村文化協会発表会
２０１４

　生涯学習フェスティバル終了後、午後から椎葉村文
化協会発表会が開催されました。同協会は、12団体（会
員１５９人）で構成されていて、太鼓や民謡、日本舞踊、
華道など幅広い活動が行われています。
　発表会では、各団体が日頃の活動の成果を発表し、
会場から拍手が贈られました。
　発表会終了後は、お楽しみ抽選会が行われ、たくさ
んの人が景品をもらい喜んでいました。
　発表する会員の皆さんを見ていると、生き生きとし
ていて、とても楽しそうでした。皆さんも、興味を持
たれた活動に参加されてみてはいかがですか。きっと、
楽しく、生活・心を豊かにしてくれると思います。

団　　体　　名 代表者名

古 郷 太 鼓 扇 一 座 那須 浩（内ノ八重）

フ ラ ダ ン ス 愛 好 会 右田 邦子（針金橋団地）

椎 葉 史 談 会 黒木 勝実（上椎葉上２）

一 葉 会 野村 ケサ子（若宮住宅）

椎 葉 村 民 謡 会 宇賀 邦雄（上椎葉下１）

姫 ゆ り 会 椎葉 テルヨ（上椎葉上２）

大 正 琴
ひ え つ き サ ー ク ル 山中 サナエ（尾田山中）

寿 豊 会 那須 シズ子（夜狩内）

平家大いちょう太鼓 岡村 正司（新下松尾）

ひ え つ き 節 保 存 会 黒木 忠（横野）

レ ク レ ー シ ョ ン
ダ ン ス 青 葉 会 椎葉 ヤスノ（上椎葉下１）

ふ る さ と 民 謡 椎 葉 那須 重昭（内ノ八重）

団　　体　　名 代表者名
古 郷 太 鼓 扇 一 座 那須 浩
フ ラ ダ ン ス 愛 好 会 右田 邦子
椎 葉 史 談 会 黒木 勝実
一 葉 会 野村 ケサ子
椎 葉 村 民 謡 会 宇賀 邦雄
姫 ゆ り 会 椎葉 テルヨ
大正琴ひえつきサークル 山中 サナエ
寿 豊 会 那須 サクエ
平 家 大 い ち ょ う 太 鼓 岡村 正司
ひ え つ き 節 保 存 会 黒木 忠
レクレーションダンス青葉会 椎葉 ヤスノ

※敬称略
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健
康
だ
よ
り
№197

　

高
血
圧
は
動
脈
硬
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
高
血
圧
状
態
が
続
く
と
血
管
が
傷
つ
い

た
り
、
心
臓
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
に
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
血
圧
に
つ
い
て
、
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

　

血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た

血
液
が
血
管
に
与
え
る
力（
圧
）を
測
定
し

た
も
の
で
す
。
心
臓
が
収
縮
し
た
時
に
加

わ
る
力（
圧
）を
「
収
縮
期
血
圧
」、
心
臓

が
拡
張
し
た
時
に
加
わ
る
力（
圧
）を
「
拡

張
期
血
圧
」
と
呼
び
ま
す
。

  

次
の
表
を
参
考
に
し
て
、
自
分
が
高
血

圧
で
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

  

次
の
表
は
、「
特
定
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
受
診
者
の
う
ち
、
血
圧
で
要
医
療

（
１
４
０
／
90m

m
H

g

以
上
）と
判
定
さ
れ

た
人
の
割
合
」
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
と
平
成
25
年
度
を
比
べ
る

と
、
椎
葉
村
全
体
で
要
医
療
と
判
定
さ
れ

た
人
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

椎
葉
村
民
の
血
圧
は

そ
も
そ
も

　
　
「
血
圧
」っ
て
何
？

（高血圧治療ガイドライン2009より）

　

家
庭
用
自
動
血
圧
計
の
主
な
も
の
と
し

て
は
、
指
用
、
手
首
用
、
上
腕
用
が
あ
り

ま
す
。
日
本
高
血
圧
学
会
が
、
家
庭
用
と

し
て
推
奨
し
て
い
る
も
の
は
、
上
腕
用
自

動
血
圧
計
で
す
。

　

す
こ
や
か
館
に
も
貸
し
出
し
用
と
し

て
、
上
腕
用
自
動
血
圧
計
が
５
台
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

家
庭
で
使
う

自
動
血
圧
計
は
ど
ん
な

タ
イ
プ
が
い
い
の
？

　

皆
さ
ん
は
、
い
つ
血
圧
を
測
っ
て
い
ま

す
か
？ 

日
本
高
血
圧
学
会
が
、
家
庭
血

圧
測
定
時
の
条
件
と
し
て
推
奨
し
て
い
る

こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
朝
に
測
定
す
る
場
合
の
条
件

・
起
床
後
１
時
間
以
内

・
排
尿
後

・
朝
の
服
薬
前

・
座
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
　

１
～
２
分
安
静
後

②
晩（
夜
）
に
測
定
す
る
場
合
の

条
件

・
就
床
前

・
座
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
　

１
～
２
分
安
静
後

　

日
本
高
血
圧
学
会
で
は
、
測
定
し
た
す

べ
て
の
血
圧
値
を
記
録
す
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
等
で
お
配
り
し

て
い
る
健
康
管
理
フ
ァ
イ
ル（
健
康
手
帳
）

に
記
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必

要
な
人
は
、
福
祉
保
健
課 

健
康
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
血
圧
測
定
は

い
つ
す
る
の
が
い
い
の
？

（％）
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健康だより〈No.197〉
　

日
本
人
で
一
番
多
い
慢
性
疾
患
は
高
血
圧
症
で
す
。
成
人
の
３
人
に
１
人
が
高
血
圧
症
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
高
血
圧
予
防
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
４
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
血
圧
予
防
の
食
事

　

高
血
圧
と
言
え
ば
塩
分
制
限
で
す
。
日

本
人
の
食
塩
摂
取
量
の
平
均
は
、
男
性

11
．３
ｇ　

女
性
９
．９
ｇ
で
す
。（
平
成
24

年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
）

　

生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
、
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
塩
分
摂
取
量
と
し
て
、
厚
生
労

働
省
は
、
男
性
９
．０
ｇ
未
満
、
女
性
７
．

５
ｇ
未
満
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。（
高
血

圧
の
方
は
、
男
女
と
も
６
ｇ
未
満
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。）

　

実
際
の
摂
取
量
と
目
標
と
の
差
は
約

２
．５
ｇ
。
今
の
食
生
活
か
ら
約
２
．５
ｇ

の
塩
分
を
減
ら
す
に
は
ど
ん
な
事
に
気
を

付
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
左
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

肥
満
は
血
圧
の
上
昇
に
影
響
し
ま
す
。

穀
類
・
菓
子
及
び
嗜
好
飲
料
な
ど
の
糖
分

や
、
揚
げ
物
・
調
理
油
な
ど
の
油
脂
の
摂

り
す
ぎ
に
よ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂

取
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早
食
い

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
り
す
ぎ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
良
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

新
鮮
な
野
菜
・
果
物
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
が
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
カ
リ
ウ
ム
は
、
余

分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
尿
中
に
排
泄
し
、
血

圧
を
下
げ
る
の
に
効
果
が
あ
る
の
で
十
分

に
摂
り
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
血
糖
値
や

中
性
脂
肪
値
が
高
い
場
合
に
は
、
果
物
を

摂
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
腎
臓
病
等
で
カ
リ
ウ
ム
を
制
限
す
る

必
要
が
あ
る
方
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
血
管
を
広
げ
る
働
き
が

あ
り
、
飲
酒
直
後
に
は
血
圧
を
低
下
さ
せ

ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
逆
に
血
圧
を
上

昇
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ｈ
ま
す
。

　

ビ
ー
ル　

中
び
ん
１
本
５
０
０
㎖

　

日
本
酒　

１
合
１
８
０
㎖

　

焼　

酎　

０
．５
合
90
㎖

　

ウ
イ
ス
キ
ー　

60
㎖

　

ワ
イ
ン　

約
１
８
０
㎖

　

缶
チ
ュ
ー
ハ
イ　

約
５
２
０
㎖

　

以
上
が
１
日
の
適
量
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取

量
で
す
。

ま
ず
は
減
塩
！

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

摂
り
す
ぎ
な
い
！

野
菜
・
果
物
を

摂
り
ま
し
ょ
う
！

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

は
控
え
め
に
！

【
上
手
に
薄
味
に
す
る
に
は･･･

】

●
調
味
料
を
量
る
。

●
減
塩
の
調
味
料
を
使
用
す
る
。

●
天
然
の
だ
し
を
と
り
、
う
ま
味
を
十
分
に
効
か
せ
る
。

●
レ
モ
ン
・
酢
な
ど
の
酸
味
、
唐
辛
子
・
胡
椒
な
ど
の
辛
味
、
に
ん
に
く
・
ニ
ラ
・　

シ
ソ
な
ど
の
香
味
野
菜
を
利
用
し
、
調
味
料
の
使
用
を
少
な
く
す
る
。

　

こ
の
４
つ
を
上
手
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
減
塩
食
は
継
続
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

もやしと卵の簡単スープ

★作り方
① もやしは洗ってザルにあげる。玉ネギは薄切り、卵

は割りほぐしておく。
② 鍋に水を入れ、加熱し沸騰させる。鶏がらスープの

素を加え①のもやしと玉ネギを加え、煮立たせる。
③ ②の野菜に火が通ったら、火を止め醤油・ごま油を

加える。
④ 鍋の周りがふつふつしてきたら、卵を入れ塩コショ

ウを加える。

エネルギー：85kcal
食塩相当量：0.4g

★材料（4人分）
もやし・・・・・・・・・・200ｇ
玉ねぎ・・・・・・・・・・1/2個
卵・・・・・・・・・・・・・・2個
鶏ガラスープ・・・・小さじ１
醤油・・・・・・・・・・・・大さじ１
あらびき塩こしょう・・少々
ゴマ油・・・・・・・・・・小さじ1
水・・・・・・・・・・・・・・800cc

　食品を口に入れたとき、最初に感じる味が塩味です。年
を重ねるごとに塩味は感じにくくなってしまいます。味覚
だけをたよりに味付けしていると、つい塩分の過剰摂取に
なりがちですので、きちんと計量して調理しましょう。
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海
外
派
遣
研
修
報
告

　

平
成
25
年
10
月
15
日
か
ら
24
日
ま
で
の

10
日
間
、
宮
崎
県
市
町
村
振
興
協
会
主
催

に
よ
る
市
町
村
職
員
海
外
派
遣
研
修
が
宮

崎
県
内
の
７
市
６
町
１
村
よ
り
20
名
参
加

し
実
施
さ
れ
た
。

　

私
の
班
は
、
研
修
テ
ー
マ
を
４
つ
に
し

ぼ
り
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
。

再
生
可
能

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

強
い
農
業
へ
転
換
す
る

　
　
　
　

仕
組
み
づ
く
り

地
方
に
お
け
る

特
色
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム

ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル

　

福
島
原
発
事
故
以
来
急
速
な
見
直
し
、

整
備
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」。
訪
問
先
は
ド
イ
ツ

の
ダ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
で
人
口
１
０
０
０
人

程
の
農
村
地
帯
で
あ
る
。
羽
の
直
径
が
約

70
ｍ
も
あ
る
巨
大

な
風
車
31
基
の
風

力
発
電
に
よ
り
、

町
の
世
帯
は
電
気

料
無
料
、
ま
た
周

辺
の
約
５
万
世
帯

の
電
力
を
供
給
し

て
い
た
。

　

後
継
者
不
足
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
を
議
題

と
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
北
ホ
ラ
ン
ト
州
を
訪

問
し
た
。
訪
問
先
は
世
界
最
大
規
模
を
誇

る
花
弁
卸
売
市
場
ア
ー
ル
ス
メ
ー
ル
花
市

場
お
よ
び
巨
大
農
業
地
帯
ア
グ
リ
ポ
ー
ト

Ａ
７
で
あ
る
。
ア
ー
ル
ス
メ
ー
ル
花
市

場
で
は
、
商
品
の
テ
ス
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
よ
る
ラ
ン
ク
付
け
、
徹
底
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
市
場
の
ニ
ー
ズ
把
握

等
、
ア
グ
リ
ポ
ー
ト
Ａ
７
で
は
、
パ
プ
リ

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
学
校
を
取
り
巻

く
問
題
が
多
い
事
か
ら
「
地
方
に
お
け
る

特
色
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
、
オ

ラ
ン
ダ
の
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
推
奨
校
で
あ
る

小
学
校
の
授
業
風
景
、
そ
の
後
イ
エ
ナ
プ

ラ
ン
事
務
局
を
訪
問
し
た
。「
可
能
性
や

適
正
を
的
確
に
見
極
め
る
」「
子
供
が
仲

間
と
仲
良
く
す
る
こ
と
、
協
調
し
て
い
く

こ
と
」「
自
分
の

可
能
性
、
適
正

を
知
っ
て
自
分

の
主
張
を
十
分

に
発
揮
す
る
」
な

ど
の
教
育
理
念

や
教
育
方
法
を

視
察
研
修
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
事
後
研
修
を
行
い
、
地
方

自
治
体
で
活
か
す
こ
と
の
出
来
る
政
策
提

案
の
ま
と
め
、
２
月
14
日
に
宮
崎
県
や

各
市
町
村
の
研
修
担
当
部
署
を
含
め
た
関

係
者
を
招
き
、
海
外
派
遣
研
修
報
告
発
表

会
が
行
わ
れ
海
外
研
修
の
全
て
が
終
了

し
た
。

　

私
自
身
、
海
外
を
訪
れ
る
の
は
初
め
て

で
あ
り
、楽
し
み
な
反
面
不
安
も
あ
っ
た
。

  

し
か
し
、
海
外
派
遣
研
修
に
参
加
し
た

自
治
体
職
員
、
主
催
者
事
務
局
お
よ
び
旅

行
会
社
の
随
行
員
な
ど
多
く
の
人
々
に
支

え
ら
れ
、
大
変
有
意
義
な
視
察
研
修
を
体

験
す
る
事
が
で
き
た
。

　

今
後
は
、
海
外
派
遣
研
修
の
参
加
者
と

深
い
つ
な
が
り
も
で
き
た
の
で
、
今
後
、

連
携
を
深
め
つ
つ
、
各
市
町
村
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
に
、
海
外
研
修
で
得
た
こ

と
を
行
政
職
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

カ
を
栽
培
し
て
い
る
農
業
ハ
ウ
ス
を
視
察

し
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
管
理
し
て
い
る
状
況
や
自
動
化
さ
れ
た

無
人
収
穫
車
な
ど
を
視
察
し
た
。

　

分
別
収
集
の
区
分
や
ゴ
ミ
処
分
場
確
保

な
ど
私
達
の
身
近
な
問
題
で
あ
る
。
訪
問

先
は
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
で
、
同

都
市
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
城
や
大
学
の
街

で
も
有
名
で
あ
る
が
、
環
境
の
先
進
地
で

も
あ
り
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
形
態
、
料

金
、
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
処
理
を
行
う
施
設

を
視
察
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
不
可
能
な
ゴ

ミ
に
つ
い
て

は
、
住
民
か
ら

直
接
処
分
料

を
徴
収
す
る

た
め
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
な
ど

環
境
に
対
す

る
意
識
が
大

変
高
か
っ
た
。

▲ダルデスハイムの風車群

▲堆肥化施設の視察

▲オランダの小学校の授業風景

▲ドイツ・ハイデルベルク城の前での集合写真

▲アグリポートＡ７の自動収集車

税
務
住
民
課

　
　
副
主
幹
　
那
須 

和
志
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▲村長に受賞の報告
　（1月29日・村長室）

椎葉
晃充
村長の

2月の
動き

３
日　

庁
議
・
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

　
　
　

椎
葉
五
家
荘
線
県
道
昇
格
期
成
会

　
　
　
　

陳
情
（
日
向
市
）

４
日　

県
町
村
会
監
査（
宮
崎
市
）

５
日　

九
州
地
区
町
村
会
長
会
議

　
　
　
　
（
鹿
児
島
県
・
～
６
日
）

７
日　

県
公
民
館
連
合
会
理
事
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

10
日　

正
副
広
域
連
合
長
会
議（
日
向
市
）

12
日　

自
治
会
館
管
理
組
合
議
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

市
町
村
振
興
協
議
会
理
事
会

　
　
　

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

　
　
　

町
村
会
役
員
会

　
　
　

地
域
振
興
対
策
協
議
会
部
会
長
会

13
日　

全
国
過
疎
連
盟
理
事
会（
東
京
都
）

17
日　

後
期
高
齢
者
連
合
定
例
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

18
日　

新
富
町
長
選
出
陣
式

19
日　

消
防
部
長
会

　
　
　

森
林
総
合
研
究
所
協
議

20
日　

県
町
村
議
長
会
総
会（
宮
崎
市
）

21
日　

振
興
協
会
事
務
改
善
審
査
会

23
日　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

25
日　

地
域
振
興
対
策
協
議
会
定
期
総
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
町
村
会
定
期
総
会

　
　
　

世
界
農
業
遺
産
に
関
す
る
説
明
会

26
日　

日
向
東
臼
杵
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
（
日
向
市
）

27
日　

長
寿
祝
金
交
付
式

28
日　

入
札

　
　
　

椎
葉
村
林
政
審
議
会

村のできごと
　

椎
葉
和
男
さ
ん（
享
年
80

歳
・
竹
ノ
枝
尾
日
当
）は
、

昭
和
58
年
か
ら
平
成
11
年
の

間
の
３
期
12
年
に
わ
た
り
、

村
議
会
議
員
と
し
て
、
村
行

政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
旭
日
単
光
章
を
受

章
。
１
月
31
日
、
村
長
室
で

ご
遺
族
に
伝
達
を
行
い
ま

し
た
。

　

椎
葉
道
生
さ
ん（
尾
手
納
）が
、
宮
崎
日
日
新
聞
農

業
技
術
賞
、個
人
野
菜
部
門
を
受
賞
さ
れ
、１
月
27
日
、

宮
崎
市（
宮
日
会
館
）で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
地
域
農
業
に
尽
力
さ
れ
、
優
れ
た
営
農

活
動
と
実
績
を
上
げ
て
い
る
農
業
者
個
人
や
法
人
・

団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
月
30
日
、
村
長
に
本
村
行

政
評
価
委
員
か
ら
意
見
書
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
書
に
は
、
林
業
振
興
貸

付
金
に
つ
い
て
な
ど
４
項
目
の

意
見
が
あ
り
、
今
後
、
担
当
課

を
交
え
て
意
見
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
１
日
、
佐
賀
県
佐
賀
市

で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
九
州
地

区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大

会
に
お
い
て
、
本
村
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
那
須
丞
治
さ
ん

（
十
根
川
）が
、
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成
４
年
か
ら
21

年
間
、
本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

２
月
３
日
、
南
三
陸
町
の
佐
藤
仁
町
長

が
表
敬
訪
問
に
椎
葉
村
を
訪
れ
、
被
災
状

況
や
現
在
の
復
興
状
況
な
ど
の
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
村
か
ら
派
遣
し
て
い

る
椎
葉
洋
介
主
査
に
対
し
て
、
感
謝
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
復
興
に
は
時

間
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
支
援
の
継
続

を
お
願
い
し
た
い
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

宮崎日日新聞農業技術賞を受賞

行政評価委員が意見書を提出

功労者表彰を受賞

南三陸町長が来村

故
　
椎
葉 

和
男 

さ
ん

　
　
旭
日
単
光
章
を
受
章
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椎
葉
「
弁
当
の
日
」

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
村
教
育
振
興
基
本

計
画
の
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
弁
当
の
日
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
各
学
校
で
工
夫
を
こ
ら
し
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
弁
当
の
日
」
に
取
り
組
ん
だ
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
の

感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
の
お
弁
当
も

お
い
し
そ
う
だ
ね
！

私
も
食
べ
た
い
な
ぁ
♥

椎葉小学校

不土野小学校小崎小学校

尾向小学校
【
児
童
の
感
想
】

　

私
は
、
お
に
ぎ
り
コ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。
工
夫
し

た
こ
と
は
、
三
角
お
に
ぎ
り
を
作
る
こ
と
で
す
。
お

に
ぎ
り
を
作
っ
て
み
た
ら
、
手
が
ほ
か
ほ
か
し
て
熱

か
っ
た
け
ど
、
う
ま
く
作
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

【
保
護
者
か
ら
】

　

上
手
に
三
角（
お
に
ぎ
り
）の
形
に
で
き
て
い
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
自
分
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
は
お
い
し

か
っ
た
よ
う
で
、
遠
足
か
ら
帰
っ
て
き
て
、「
お
い

し
か
っ
た
～
！
」
と
ニ
コ
ニ
コ
で
し
た
。

【
児
童
の
感
想
】

　

お
母
さ
ん
と
仲
よ
く
弁
当
が
作
れ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
の
り
の
形
を
切
っ
た
り
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
て
い
ね
い
に
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
じ
ぶ
ん
で
き
れ
い
に
盛
り
付
け
も
で
き
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

【
保
護
者
か
ら
】

　

前
日
か
ら
下
ご
し
ら
え
を
し
た
り
し
て
、
計
画

的
に
作
業
で
き
ま
し
た
。具
材
を
ま
く
卵
焼
き
も
、

「
大
丈
夫
か
な
ぁ
」
と
思
い
見
て
い
ま
し
た
が
、

初
め
て
に
し
て
は
、
と
て
も
上
手
に
で
き
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
。

【
児
童
の
感
想
】

　

私
は
、
お
弁
当
に
お
か
ず
を
つ
め
た

り
し
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
つ
め
て
い

い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
。
お
い
し
い
お
弁

当
が
で
き
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

【
保
護
者
か
ら
】

　
「
弁
当
の
日
」
と
聞
く
と
、
３
年
前

に
聞
い
た
竹
下
和
男
先
生
の
講
演
を
思

い
出
し
ま
す
。
現
在
は
、
学
校
で
も
学

年
に
応
じ
た
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
も
ら

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
台
所
に
立
つ
こ
と
が
好
き
な
よ
う
で
す
。
こ
の
取
組
は
、

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
う
え
で
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
も
っ
と
こ
の
輪
が
広
が
り
、
心
も
体
も
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

【
児
童
の
感
想
】

　

前
の
遠
足
の
時
よ
り
も
、
自
分
で
た
く
さ
ん
作
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
次

の
遠
足
で
は
、
ほ
と
ん
ど（
自
分
で
）作
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

【
保
護
者
か
ら
】

　

な
か
な
か
子
ど
も
と
一
緒
に
、
じ
っ
く
り
買
い
物

す
る
機
会
が
な
く
、
今
回
は
本
当
に
楽
し
い
買
い
物

に
な
り
ま
し
た
。「
あ
っ
ち
が
安
い
ね
！
」「
こ
っ
ち

が
安
い
よ
～
！
」
な
ん
て
会
話
を
し
な
が
ら
、
充
実

し
た
日
に
な
り
ま
し
た
。
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弁
当
の
日
と
は
？

　
「
児
童
生
徒
が
、
献
立
・
買
い
出
し
・
調
理
・
弁
当
箱
詰
め
・
後
片
付
け（
す
べ
て
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）を
通
し
て
、
自
身
の
健
や
か
な
体
づ
く
り
は

も
ち
ろ
ん
、
自
立
心
、
食
や
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
家
族
の
絆
を
さ
ら
に
深
め

る
も
の
」
で
す
。

大河内小学校椎葉中学校

松尾小学校

【
児
童
の
感
想
】

　

一
番
う
ま
く
で
き
た
の
は
卵
焼
き

で
、
は
じ
め
は
、
お
父
さ
ん
に
少
し

巻
い
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
か

ら
は
ひ
と
り
で
で
き
ま
し
た
。
盛
り

付
け
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
で
き
ま
し
た
。
次
は
、
ひ
と
り
で

全
部
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

【
保
護
者
か
ら
】

　

卵
焼
き
が
上
手
に
で
き
て
い
ま
し
た
。
味
付
け
も
砂
糖
と
塩
の
加
減
が
よ
く

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
苦
手
な
ト
マ
ト
も
入
れ
て
い
ま
し
た
。
盛
り
付
け
も
、

彩
り
や
隙
間
が
な
い
よ
う
に
考
え
て
、
と
て
も
き
れ
い
に
で
き
て
い
ま
し
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

　

私
は
あ
ま
り
料
理
を
作
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
全
て
自
分
で
で
き
る
か
心
配
し
た
け
ど
、
何

と
か
時
間
を
か
け
て
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
体
的
に
少
し
茶
色
っ
ぽ
い
の
で
、
も
う
少
し
卵

焼
き
な
ど
の
色
を
入
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
な
あ
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
た

の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

【
保
護
者
か
ら
】

　

手
際
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
り
で
全
て

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
る
回
数
が
増
す

ご
と
に
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
く
の
で
、
今
後
も

楽
し
み
で
す
。

【
児
童
の
感
想
】

①
い
つ
も
お
母
さ
ん
が
し
て
い
る

　

こ
と
を
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た

　

で
す
。

②「
お
母
さ
ん
は
い
つ
も
大
変
な

　

こ
と
を
し
て
い
る
な
ぁ
」
と
思

　

い
ま
し
た
。

③
卵
焼
き
を
初
め
て
自
分
で
作
っ

　

て
、
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
し

　

た
。

【
保
護
者
か
ら
】

①
卵
焼
き
、
巻
い
て
い
く
の
が
難
し
か
っ

た
け
ど
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
次
は
、
何

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
か
な
？

②
唐
揚
げ
の
下
味
を
付
け
る
と
こ
ろ
か
ら

揚
げ
る
ま
で
、
今
回
初
め
て
さ
せ
ま
し

た
。
鶏
肉
を
切
る
こ
と
と
揚
げ
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
み
た
い
で
す
。
い
つ
も

よ
り
、
お
い
し
い
唐
揚
げ
が
で
き
て
満

足
し
て
い
ま
し
た
。

③
家
庭
だ
け
で
な
く
学
校
で
も
、
村
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
体
験
だ
と
思
い
ま
す
。
自

分
で
詰
め
た
も
の
、
作
っ
た
も
の
に
は
、

と
て
も
喜
び
を
感
じ
、
お
い
し
く
最
後

ま
で
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
食

へ
の
感
謝
、
作
っ
て
く
れ
る
人
へ
の
感

謝
の
心
が
た
く
さ
ん
育
っ
て
く
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。

み
ん
な
楽
し
く
お
弁
当

作
れ
た
み
た
い
だ
ね
。

私
も
お
弁
当
作
っ
て

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

行
き
た
い
な
！
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カメラ さんぽ

祝１０２歳
おめでとうございます！

大雪で銀世界
　

２
月
に
す
こ
や
か
祝
い
金
の
贈
呈
を
受
け

た
赤
ち
ゃ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
右
か
ら

岩
﨑 

結ゆ
い

斗と 

く
ん（
大　

藪
）

　

一
道
・
未
来 

さ
ん（
第
１
子
）

石
井 

美み

風ふ

悠ゆ 

ち
ゃ
ん（
水　

無
）

　

英
雄
・
尚
美 

さ
ん（
第
７
子
）

椎
葉 

碧あ
お
い海 

く
ん（
向
山
日
当
下
）

　

辰
徳
・
幸
代 

さ
ん（
第
３
子
）

尾
前 

珠じ
ゅ

菜な 

ち
ゃ
ん（
竹
ノ
枝
尾
日
添
）

　

孝
一
郎
・
ゆ
か
り 

さ
ん（
第
２
子
）

椎
葉 

勇ゆ
う

志し 

く
ん（
鶴
ノ
平
）

　

翔
太
・
奈
美 

さ
ん（
第
１
子
）

那
須 

智と
も

貴た
か 

く
ん（
那
須
橋
尾
平
）

　

翔
太
・
直
子 

さ
ん（
第
１
子
）

山
中 

大た
い

晟せ
い 

く
ん（
尾
田
山
中
）

　

寿
充
・
裕
子 

さ
ん（
第
２
子
）

　

２
月
26
日
、
椎
葉
中
学
校
で
立
志
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
立
志
を
迎
え
た
の

は
、
男
子
６
人
、
女
子
９
人
、
計
15
人
の
２

年
生
。
一
人
一
人
が
将
来
の
目
標
を
見
据
え
、

座
右
の
銘
と
そ
の
決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。

将
来
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
ね
。

　２月１１日に１０２歳の誕生日を迎えられた尾

向・水無地区にお住まいの尾前マヨさんに、２月

２７日、村長より記念品が贈られました。

　当日は、村病院に入院中でしたが、近々退院

するとのことで、元気に村長とお話しされていま

した。

す
こ
や
か
祝
い
金
贈
呈
式

健
や
か
に
成
長
し
て
ね
！

椎
葉
中
学
校
立
志
式

▲一面真っ白の景色。
　撮影は２月14日・飯干峠

▲若宮住宅のみんなで作成したかまくら。
　子どもも大人も？大喜びだったようです。
　ちなみにかまくらは大人が５人も入れたそう

です！（撮影：小崎モニター委員　黒木真弓）
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ヤマメ釣り解禁！

遊漁規則の一部が変更にな
りました。 詳しくは、１７
ページのお知らせ欄に掲載
してありますので、ご確認
ください。
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東
日
本
大
震
災

　
　

被
災
地
視
察

　

１
月
23
日
か
ら
27
日
の
日
程
で
、
昨
年

10
月
か
ら
本
村
よ
り
派
遣
し
て
い
る
椎
葉

洋
介
主
査
が
勤
務
し
て
い
る
宮
城
県
南
三

陸
町
で
視
察
研
修
を
総
務
課 
主
査 

梅
北

実
利
と
地
域
振
興
課 

主
査 
那
須
裕
樹
の

２
人
で
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

南
三
陸
町
役
場
を
訪
問
し
た
際
に
、
椎

葉
主
査
が
配
属
さ
れ
て
い
る
町
民
税
務
課

の
課
長
に
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

【
南
三
陸
町 

町
民
税
務
課　

佐
藤
和
則
課
長
の
話
】

　

南
三
陸
町
役
場
の
職
員
自
体
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に
大
き
い
津
波
が
く
る
と
は
想
像

も
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
、
防
災
庁
舎
に
管
理
職
を
は
じ
め
、
職
員
が
多
数
い
て
、

避
難
し
き
れ
な
か
っ
た
職
員
が
多
く
、
36
人
が
亡
く
な
っ
た
。
ま
だ
、
行
方
が
わ
か
ら

な
い
人
も
い
る
。

　

震
災
直
後
は
、
庁
舎
が
流
さ
れ
、
書
類
な
ど
も
す
べ
て
流
失
し
て
い
た
。
住
民
基
本

台
帳
の
デ
ー
タ
は
法
務
局
を
通
し
て
何
と
か
復
旧
で
き
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
デ
ー
タ
に

関
し
て
は
、
地
道
に
作
り
上
げ
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
事
務
机
な
ど

も
な
か
っ
た
の
で
、
長
机
を
並
べ
て
作
業
を
し
て
い
た
。

　

現
在
は
仮
庁
舎
が
で
き
、
業
務
も
あ
る
程
度
順
調
に
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

職
員
数
は
約
２
０
０
人
で
そ
の
内
86
人
が
派
遣
い
た
だ
い
て
い
る
職
員
。
業
務
量
か
ら

い
く
と
、
あ
と
50
人
ほ
ど
必
要
で
す
。
し
か
し
、
新
規
採
用
で
補
充
す
る
と
な
る
と
、

復
興
後
の
財
政
等
を
考
え
た
と
き
に
厳
し
い
。
任
期
付
き
職
員
や
町
外
か
ら
の
派
遣
職

員
、
退
職
者
の
再
任
用
で
対
応
す
る
し
か
な
い
。

▲高台から見た南三陸町
　（左が震災前・右が視察時）

▲南三陸町防災庁舎跡

南
三
陸
町
・
石
巻
市
視
察

研
修
を
終
え
て

　

椎
葉
主
査
に
案
内
し
て
も
ら
い
被
災
地

の
復
興
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

【
南
三
陸
町
】

　

南
三
陸
町
は
、
海
岸
部
の
港
、
商
店
街

が
津
波
被
害
を
受
け
、
８
５
０
人
以
上
の

人
が
亡
く
な
り
、
役
場
庁
舎
も
流
失
し
ま

し
た
。

　

海
か
ら
津
波
の
到
着
地
点
ま
で
の
距
離

や
被
災
し
た
面
積
等
を
実
際
目
に
し
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
で
見
て
は
い
た
が
、
想
像

し
て
い
た
以
上
の
被
害
状
況
に
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
津
波
で
被
害
を
受
け
た
南
三

陸
町
防
災
庁
舎
に
献
花
に
行
き
、
３
階
建

て
の
建
物
が
津
波
に
よ
っ
て
鉄
骨
だ
け
の

状
態
に
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
津
波
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

復
興
状
況
は
、
現
在
、
町
内
で
は
大
規

模
な
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

役
場
仮
庁
舎
の
近
く
に
、
新
庁
舎
お
よ
び

診
療
所
移
転
先
の
造
成
工
事
が
進
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
工

事
が
完
了
す
る
ま
で
、
か
な
り
の
年
数
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

が
れ
き
の
処
理
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

が
終
わ
っ
て
い
て
、
町
内
の
視
察
中
も
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

南
三
陸
町
を
走
っ
て
い
た
鉄
道
は
、駅
、

線
路
が
被
害
を
受
け
て
お
り
、
現
在
、
線

路
跡
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
Ｂ
Ｒ
Ｔ

（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）が
運
行
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

【
石
巻
市
】

　

石
巻
市
は
、
海
岸
部
の
住
宅
街
が
津
波

の
被
害
を
受
け
、
３
千
人
以
上
の
死
亡
者

お
よ
び
行
方
不
明
者
が
で
ま
し
た
。
高
台

の
公
園
か
ら
海
岸
部
を
見
る
と
、
広
大
な

面
積
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
視
察
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
震
災
で
受
け
た
傷
跡
が
ま
だ
多
く

残
っ
て
い
る
の
を
実
際
に
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
想
像
し
て
い
た
よ
り
も

激
し
く
、
痛
々
し
い
も
の
で
し
た
。
震
災

か
ら
３
年
を
迎
え
ま
す
が
、
復
興
は
ま
だ

ま
だ
時
間
と
労
力
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
町
だ
け
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
規
模
の
災
害
だ
け
に
、
国
の

復
興
へ
の
取
り
組
み
が
今
ま
で
以
上
に
加

速
し
、
充
実
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。

      

総　

務　

課 

主
査　

梅
北 

実
利

      

地
域
振
興
課 

主
査　

那
須 

裕
樹
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70
歳
以
上
の
人
が
お
医
者
さ
ん
に

　
　
　

か
か
る
と
き
の
自
己
負
担
割
合
が

平
成
26
年
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
！

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
ひ
と
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己

負
担
割
合
は
、
原
則
２
割
で
す
が
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
１
割
に
凍
結
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
が
平
成
26
年
度
か
ら
段
階
的
に
２
割
に
戻
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
新
た
に

70
歳
に
な
る
人
か
ら
２
割
負
担
に
戻
し
、
平
成
31
年
度
に
は
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
全
体

が
２
割
負
担
と
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
他

国
保
に
加
入
す
る
と
き
・

や
め
る
と
き
は

　
　
　

必
ず
届
け
出
を
！

国民健康保険からのお知らせ

平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
に

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

～
74
歳
ま
で
の
人

　

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
医
療
費
の

窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。（
た
だ

し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
そ
の
月

か
ら
２
割
）ま
た
、
医
療
費
が
高
額
に
な

る
場
合
、
毎
月
の
負
担
上
限
額
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
69
歳
ま
で
と
比
べ
て
上

限
額
が
下
が
り
ま
す
。（
医
療
費
が
高
額
の

場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

　

新
し
い
保
険
証
は
、
誕
生
日
を
迎
え
た

月
の
月
末（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
誕

生
日
以
前
）に
、
直

接
ご
自
宅
へ
送
付

い
た
し
ま
す
。

　

医
療
費
の
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
割
で
す
。

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
の
負
担
上
限
額
も

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
３
月
下
旬
に
、
保
険
証
の
切
替
え
を
行

い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
新
し
い
保
険

証
を
直
接
ご
自
宅
へ
送
付
い
た
し
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
に
病
院
な
ど
に
か
か
る
際

は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
４
月

以
降
に
各
地
区
の
組
合
長
、
ま
た
は
お
近

く
の
役
場
職
員
に
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
60
歳
か

ら
65
歳
未
満
の
人
、
厚
生
年
金
や
各
種
共

済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
、
そ
の

加
入
期
間
が
20
年
以
上
か
40
歳
以
降
10
年

以
上
あ
る
人
、
の
条
件
に
す
べ
て
当
て
は
ま

る
人
と
、
そ
の
65
歳
未
満
の
被
扶
養
者
は

「
退
職
者
医
療
制
度
」で
医
療
を
受
け
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
ら
必
ず
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
被
保
険

者
に
な
っ
た
時
点（
届
け
出
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
証
が
な

い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

　

や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料

（
税
）の
二
重
払
い
に
な
っ
た
り
、
国
保
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
は
国
保
で
負

担
し
た
分
の
医
療
費
は
返
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
証
は
一
人
に
１
枚
で
す
。
保
険
証

が
２
枚
あ
る
、
保
険
証
を
全
く
持
っ
て
い

な
い
と
い
う
場
合
は
、
お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

■問い合わせ先　福祉保健課 ほけんグループ　☎ 6 8 - 7 5 1 2 　無料☎ 7 6 8 - 7 5 1 2

医療費の窓口での自己負担割合
70歳▲ 75歳▲

一定の所得がある人　３割

新たに70歳になる人
（昭和19年4月2日以降生まれの人）

２割

すでに70歳以上の人 
（昭和19年4月1日以前生まれの人）

１割
70歳になるまで

３割
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社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

　

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
は
、
社
会
保
障
制
度
を
財
政
的
に
も
仕
組
み
的
に
も
安
定
さ

せ
る
こ
と
で
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
で
す
。
こ
の
一

体
改
革
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
も
、
子
ど
も
も
、
現
役
世
代
も
、
将
来
世

代
も
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
、
活
気
あ
る
社
会
の
流
れ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

改
革
の
背
景

改
革
の
必
要
性

　

消
費
税
率
お
よ
び
地
方
消
費
税
率
は
、

次
の
と
お
り
２
段
階
で
引
き
上
げ
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
保
障
は
、
医
療
、
介
護
、
年
金
、

子
育
て
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
負
担
を
み

ん
な
で
分
か
ち
合
い
、
支
え
合
う
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
の
前
提
と
な
る
社
会
情
勢

は
、
現
在
の
社
会
保
障
制
度
が
つ
く
ら
れ

た
１
９
７
０
年
代
と
今
日
で
は
、
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
急
速
な
高
齢
化
と

　

少
子
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
年
金
や
医

療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
用
は
急
激

に
増
加
し
、
現
在
で
は
国
の
財
政
の
大
き

な
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社

会
保
障
に
関
す
る
国
や
地
方
自
治
体
の
歳

出
も
毎
年
急
速
に
伸
び
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
経
済
の
成
熟
化
に
よ
っ
て
高
い

経
済
成
長
率
が
望
め
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
税
収
は
歳
出
に
対
し
て
大
幅
に
不
足

し
て
お
り
、
現
在
で
は
国
の
歳
入
の
約
半

分
を
借
金（
国
債
の
発
行
）に
頼
る
と
い
う

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
が
同
時
に
す
す
ん
で
い
ま
す
。
子

ど
も
が
少
な
く
な
り
、
高
齢
者
が
増
加
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
世
の
中
の
経
済
を
支

え
る
現
役
世
代（
生
産
年
齢
人
口
）の
割
合

が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
０
６
０
年
に
は
総
人
口
が
９
千
万
人

程
度
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
40
％
近
く
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、

高
齢
化
に
よ
っ
て
急
増
す
る
社
会
保
障
費

用
を
現
役
世
代
が
支
え
て
い
く
の
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。

税務住民課からのお知らせ

現　行
平成26年
4月1日

平成27年
10月1日

消費税率 ４.０％ ６.３％ ７.８％

地　　方
消費税率

１.０％
（消費税額の

25/100）

１.７％
（消費税額の

17/63）

２.２％
（消費税額の

22/78）

※平成27年10月から消費税率を10％に引き上げることが税

制抜本改革法に定められていますが、改めて経済状況等を

総合的に勘案した検討を行います。

社
会
保
障
と

　

税
の
一
体
改
革
と
は
？

「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
に
関
す
る
」

　
　

Ｑ
＆
Ａ

　

今
回
の
改
革
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
よ
る
増
収
分
を
含
む
消
費
税
収

（
国
・
地
方
、
現
行
の
地
方
消
費
税
収
を

除
く
）の
す
べ
て
を
社
会
保
障
の
財
源
と

し
ま
す
。
財
源
が
安
定
し
て
確
保
さ
れ
る

こ
と
で
社
会
保
障
を
充
実
・
安
定
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
同

時
に
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先
送
り
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

Q
な
ぜ
消
費
税
な
の
？

A
消
費
税
は
、
景
気
や
人
口
構
成
の

変
化
に
左
右
さ
れ
に
く
く
、
税
収

が
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
く
世
代

が
特
定
の
人
に
負
担
が
集
中
す
る
こ
と
な

く
、
経
済
活
動
に
中
立
的
で
す
。
社
会
保

障
の
財
源
を
調
達
す
る
手
段
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
税
金
で
す
。

Q
消
費
税
の
引
き
上
げ
分
は
、
全
額
、

本
当
に
社
会
保
障
に
使
わ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

A
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収

入
分
は
、
す
べ
て
社
会
保
障
の
充

実
・
安
定
化
の
財
源
と
な
り
ま
す
。
税
制

抜
本
改
革
法
に
沿
っ
て
消
費
税
率
が
10
％

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
消
費
税
率

５
％
引
き
上
げ
分
の
う
ち
、
約
１
％（
２
．

８
兆
円
程
度
）は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、

医
療
・
介
護
、
年
金
の
各
分
野
の
充
実
に
、

残
り
の
約
４
％（
11
．２
兆
円
程
度
）は
社

会
保
障
の
安
定
化
の
た
め
の
財
源
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
や
孫
と
い
っ
た

後
世
代
へ
の
負
担
の
つ
け
回
し
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

約20年前
1990年度

現　　在
2014年度

社
会
保
障
費

１１.５

兆円

３０.５

兆円

国
債
発
行
額

７.３

兆円

４１.３

兆円
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Shiiba Information

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
３
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
10
期
）

■
納
期
限　
　

３
月
31
日（
月
）

■
口
座
振
替　

３
月
26
日（
水
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

卒
業
お
め
で
と
う
！　
　
　

小
中
学
校
卒
業
式

◎
小
学
校

■
期
日　

３
月
25
日（
火
）

■
卒
業
生　

合
計
31
人

【
椎
葉
小
学
校
】
男
５
人
・
女
６
人

　

椎
葉
佑
希
・
清
田
大
夢
・
中
瀨
淳
之
介

　

黒
木
淳
・
椎
葉
貴
哉
・
椎
葉
陽
菜

　

桒
原
美
月
・
椎
葉
美
結
・
加
藤
舞
子

　

植
村
桃
子
・
尾
前
美
衣

【
尾
向
小
学
校
】
男
５
人
・
女
３
人

　

尾
前
維
吹
・
椎
葉
大
将
・
椎
葉
将
晃

　

椎
葉
空
・
石
井
直
希
・
椎
葉
理
菜

　

藏
座
初
音
・
藏
座
琴
音

【
不
土
野
小
学
校
】
女
２
人

　

久
間
愛
華
・
那
須
菜
奈
美

【
大
河
内
小
学
校
】
男
２
人
・
女
１
人

　

椎
葉
悠
真
・
梅
北
愛
斗
・
黒
木
彩
菜

【
小
崎
小
学
校
】
男
２
人
・
女
３
人

　

那
須
識
央
・
右
田
丈
大
・
甲
斐
涼

　

黒
木
沙
也
加
・
尾
前
未
来

【
松
尾
小
学
校
】
男
１
人
・
女
１
人

　

松
岡
主
真
・
椎
葉
凪
咲

◎
椎
葉
中
学
校

■
期
日　

３
月
16
日（
日
）

■
卒
業
生　

21
人（
男
８
人
・
女
13
人
）

【
上
椎
葉
】
那
須
悠
斗
・
椎
葉
達
哉

　
　
　
　
　

池
田
あ
い
・
植
村
京
香

　
　
　
　
　

桑
原
日
向
子
・
那
須
紗
華

【
鹿
野
遊
】
那
須
希
美

【
不
土
野
】
久
間
圭
一
郎

【
栂　

尾
】
黒
木
優
香

【
大
河
内
】
右
田
晶
弘
・
椎
葉
日
菜

【
小　

崎
】
那
須
香
奈
子
・
甲
斐
万
央

【
松　

尾
】
松
岡
雄
蔵
・
安
藤
嶺

　
　
　
　
　

甲
斐
唯
斗
・
甲
斐
拓
篤

　
　
　
　
　

山
本
真
由
・
那
須
葵

　
　
　
　
　

岡
村
ひ
ば
り
・
椎
葉
彩
香

東
九
州
自
動
車
道　
　
　
　

　

  

（
北
浦
～
須
美
江
）　　

　
　
　

  

３
月
８
日
開
通
！

　

東
九
州
自
動
車
道
、
北
浦
Ｉ
Ｃ
か
ら
須

美
江
Ｉ
Ｃ
間
が
３
月
８
日（
土
）に
開
通
し

ま
す
。
ま
た
、
蒲
江
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐
伯
Ｉ
Ｃ

間
も
平
成
26
年
度
中
に
開
通
す
る
予
定

で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村内のうごき  ●２月１日現在
　男　 1,452人（＋2）
　女　 1,468人（－8）
　計　 2,920人（－6）
世帯数 1,190戸（－1）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』

漁業規則変更のお知らせ

　漁業権切替のため漁業規則が一部変更になりました。

◎遊漁期間
水系

魚種
耳 川 水 系

（内共第７号第５種漁業権遊漁規則）

一ツ瀬川水系
（内共第12号第５種漁業権遊漁規則）

ヤ マ メ ３月　１日〜　９月３０日 ３月１日〜　９月３０日

ア　　ユ ６月１０日〜１２月３１日 ６月１日〜１２月３１日

コイ・フナ １月　１日〜１２月３１日 −

ウ ナ ギ ４月　１日〜　９月３０日 ４月１日〜　９月３０日

オイカワ １月　１日〜１２月３１日 ７月１日〜　２月末日　

ワカサギ １月　１日〜　４月３０日 １月１日〜　４月３０日

※耳川水系小崎川全域でのワカサギ禁漁（平成２６年４月のみ）

◎遊漁料金（ヤマメ）

河川

区分

耳　　川

年  券 日  券

小学生以下 0円 0円

中　学　生 2,000円 1,000円

一　　　般 4,000円 2,000円

※平成２６年分より遊漁料金が変更（増額）されました。

河川

区分

一ツ瀬川

年  券 日  券

中学生以下 0円 0円

一　　　般 4,000円 1,500円

８０歳以上 3,000円 1,000円
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椎葉村国保病院 Infomation
【
お
願
い
】

　

病
気
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、

椎
葉
村
国
保
病
院
で
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

院
内
薬
局
の
た
め
、
後
発

医
薬
品
を
使
用
し
安
価
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
皆
さ
ん

の
大
事
な
国
保
税
が
他
市
町

村
に
流
出
せ
ず
、
病
院
と
し

て
も
直
診
率
が
上
が
り
ま
す
。

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。  

院
長　

吉
持
厳
信

お 知 ら せ

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

椎
葉
村
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し

た
寄
付
金
は
、
ご
希
望
さ
れ
ま
し
た
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
平
成
25
年
７
月
～
平
成
26
年
１
月
】

井
門
達
人 

様（
東
京
都
港
区
）　
50
万
円

小
林
中 

様（
東
京
都
千
代
田
区
）　
１
万
円

匿
名
希
望 

様

　
（
兵
庫
県
洲
本
市
・
岩
手
県
宮
古
市

　
新
潟
県
新
潟
市
・
大
阪
府
茨
木
市

　
東
京
都
中
野
区
・
東
京
都
清
瀬
市

　
三
重
県
名
張
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
９
件　

68
万
円

　

※
ご
希
望
に
よ
り
、
お
名
前
と
金
額
を

　
　

ふ
せ
て
い
ま
す
。

  

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
随
時
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
２
０
３

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
３
１

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

３
月
11
日
・
４
月
８
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▽
募
　
集

第
28
代
「
鶴
富
姫
・
観
光
し

い
ば
」
募
集

　

平
家
伝
説
と
ひ
え
つ
き
の
里
椎
葉
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ら
び
に
本
村
の
観
光
振

興
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
「
鶴
富
姫
」
と

「
観
光
し
い
ば
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

○
鶴　

富　

姫　
　

１
人

　

○
観
光
し
い
ば　
　

１
人

■
応
募
資
格

①
満
18
歳
以
上
の
未
婚
女
性（
高
校
生

除
く
）

②
椎
葉
平
家
ま
つ
り
期
間
中
お
よ
び　

１
年
間
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ら
び
に

観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加
で
き
る
人

■
応
募
方
法

　

履
歴
書
に
必
要
事
項
と
身
長
、
応
募
の

動
機
を
記
載
の
上
、
最
近
６
ヶ
月
以
内
に

撮
影
し
た
正
面
か
ら
の
全
身
お
よ
び
顔
写

真
を
１
枚
添
え
て
、
ご
持
参
い
た
だ
く
か

郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。ま
た
、

他
薦
も
同
様
に
受
付
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

平
成
26
年
４
月
18
日（
金
）

　

ご
持
参
ま
た
は
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

①
第
１
次
選
考

　
　

書
類
に
よ
る
選
考（
４
月
下
旬
）

　

②
最
終
選
考

　
　

面
接
に
よ
る
選
考（
５
月
上
旬
）

※
第
１
次
選
考
終
了
後
、
該
当
者
に

ご
連
絡
し
ま
す
。

■
副
賞

　

現
金
15
万
円

　

ク
リ
ス
タ
ル
ト
ロ
フ
ィ
ー

　

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
観
光
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
１
３
９

　

無
料
☎
７（
67
）３
１
３
９

職
業
訓
練
生（
離
職
者
対
象
）

募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
は
、
次
の

と
お
り
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
再
就

職
に
向
け
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　

５
月
13
日
～
11
月
26
日（
７
ヶ
月
間
）

■
訓
練
科

　

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
（
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
）
18
人

■
募
集
期
間　

４
月
４
日
ま
で

■
入
所
資
格

　

概
ね
40
歳
未
満
の
求
職
中
の
人

■
受
講
料　

無
料

　
　
　
　
　

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

　

☎
０
９
８
２（
37
）０
６
７
５
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）

　

昭
和
20
年
陸
軍
少
年
兵
か
ら
復
員
後
、

就
学
、
就
職
の
た
め
ふ
る
さ
と
椎
葉（
尾

八
重
）を
離
れ
て
か
ら
光
陰
の
流
れ
は
早

く
70
年
目
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
当
時
の
茅
葺
き
の
家
、
山
や

川
、
で
こ
ぼ
こ
の
山
道
、
通
学
路
の
吊
り

橋
、
四
季
に
咲
く
草
花
な
ど
忘
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
に
な
っ
て
も
、
誇

れ
る
ふ
る
さ
と
椎
葉
「
か
て
～
り
」
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、
皆
さ
ん
の
地
域
行
事
の

参
考
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
、
私

の
町（
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
）の
「
サ

ロ
ン
・
結
の
会
」
か
ら
、
去
年
１
年
間
毎

月
15
日
に
、
公
民
館
で
行
わ
れ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
催
事
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
１
月
】

年
の
初
め
に
ふ
さ
わ
し
い
琴
の
演
奏

バ
ン
ド
演
奏
と
全
員
で
の
合
唱

お
代
わ
り
が
で
き
る
ゼ
ン
ザ
イ
会

【
２
月
】

お
雛
さ
ん
の
作
り
方
と
飾
り
付
け
の
ポ

イ
ン
ト

【
３
月
】

健
康
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
室
内
運
動

【
４
月
】

材
料
代
１
０
０
円
で
で
き
る
小
物
入
れ

づ
く
り

２
０
０
円
の
弁
当
昼
食
会

【
５
月
】

体
力
測
定
、
腹
話
術
、
ゲ
ー
ム

【
６
月
】

夏
の
健
康
相
談

歯
科
医
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

【
７
月
】

公
民
館
と
お
家
に
飾
る
七
夕
飾
り
作
り

短
冊
の
簡
単
な
取
り
付
け
方
法

【
８
月
】

健
康
体
操
、町
福
祉
協
に
よ
る
講
話（
知
っ

て
お
き
た
い
老
人
介
護
、
熱
中
症
対
策
）

【
９
月
】

ミ
ニ
文
化
祭

展
示
の
部（
絵
画
、写
真
、手
芸
、文
芸
、

陶
芸
、
絵
手
紙
な
ど
）

ス
テ
ー
ジ
の
部（
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、

謡
曲
、
吟
詠
、
舞
踊
、
手
品
、
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
、バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
な
ど
）

【
10
月
】

み
ん
な
で
楽
し
い
日
帰
り
旅
行

（
か
ん
ぽ
の
宿
阿
蘇
）

【
11
月
】

年
賀
状
に
す
ぐ
使
え
る
絵
手
紙
教
室

【
12
月
】

　

ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
作
り
、
一
足

早
い
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
で
の
茶
話

（
反
省
）
会
な
ど
で
し
た
。

　

熊
本
市
周
辺
に
お
越
し
の
と
き
は
、
丘

の
風
車
が
回
り
、
そ
の
奥
に
阿
蘇
の
山
々

の
て
っ
ぺ
ん
が
少
し
見
え
る
私
た
ち
の
町

「
サ
ロ
ン
・
結
の
会
」
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
話
し
好
き
酒
好
き
の
区
長
さ
ん
始

め
、
町
民
一
同
「
お
も
て
な
し
」
の
心
を

こ
め
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
皆

さ
ん
今
年
も
「
日
々
是
好
日
」
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。那

須 

正 

さ
ん（
熊
本
県
益
城
町
）

○
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

便
り
を
読
ん
で
い
て
、「
サ
ロ
ン
・
結

の
会
」
で
活
き
活
き
と
活
動
さ
れ
て
い

る
那
須
さ
ん
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま

し
た
。

　

椎
葉
村
内
で
も
各
地
域
で
サ
ロ
ン
が

開
か
れ
、
椎
葉
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
体
と
な
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
の
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
は
と

て
も
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
広
報
紙

を
お
読
み
に
な
っ
た
村
内
の
サ
ロ
ン
参

加
者
が
参
考
に
さ
れ
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
ね
。（
梅
吉
）

広報しいばに
届いた
お便りを
ご紹介します！

投稿
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

椎
葉 

理り

於お 
く
ん

　
　

椎
葉 

理り

来く 

く
ん

（
矢　

立
）
隆
博
・
美
香 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

右
田 

イ
チ
ノ 

様
（
83
歳
）

大
河
内
（
丸　
　
　

野
）

　

椎
葉 

ミ
ツ
子 

様
（
83
歳
）

不
土
野
（
古
枝
尾
上
）

　

那
須 

ユ
キ
ノ 

様
（
89
歳
）

上
椎
葉
（
下　

福　

良
）

　

椎
葉 

ス
デ
ノ 

様
（
98
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
当
上
）

　

中
竹 

新
一 

様
（
72
歳
）

大
河
内
（
大　
　
　

藪
）

　

椎
葉 

ア
サ
子 

様
（
80
歳
）

上
椎
葉
（
下　

椎　

葉
）

　

甲
斐 

平 

様
（
54
歳
）

松　

尾
（
新　

石　

原
）

　

甲
斐 

國
武 

様
（
93
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
当
上
）

　

椎
葉 

ハ
ツ
エ 

様
（
１
０
１
歳
）

大
河
内
（
本　
　
　

郷
）

　

松
岡 

ヒ
サ
子 

様
（
87
歳
）

松　

尾
（
岩
屋
戸
上
）

　

右
田 

房
利 

様
（
丸　

野
）

（
故 

右
田 

イ
チ
ノ 

様
）

　

那
須 

久 

様
（
木　

浦
）

（
故 

那
須 

チ
エ
コ 

様
）

　

那
須 

隆
美 

様
（
畑
鳥
ノ
巣
）

（
故 

那
須 

チ
ョ
ウ 

様
）

　

椎
葉 

袈
雪 

様
（
向
山
日
当
上
）

（
故 

椎
葉 

ス
デ
ノ 

様
）

　

那
須 
曉 

様
（
下
福
良
）

（
故 

那
須 

ユ
キ
ノ 

様
）

　

椎
葉 

鉱
蔵 
様
（
古
枝
尾
上
）

（
故 
椎
葉 

ミ
ツ
子 

様
）

　

椎
葉 

秀
敏 

様
（
下
椎
葉
）

（
故 
椎
葉 
ア
サ
子 

様
）

　

甲
斐 

正
博 

様
（
日
向
市
）

（
故 

甲
斐 
平 
様
）

　

甲
斐 

斌 

様
（
向
山
日
当
上
）

（
故 

甲
斐 

國
武 

様
）

感想、要望などお書きください。
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戸
籍
だ
よ
り
（
１
月
届
出
分
）　　

１
日　

辞
令
交
付
式

　
　
　

消
防
部
長
会

４
日　

児
童
館
・
保
育
所
入
園
式

７
日　

小
中
学
校
１
学
期
始
業
式

８
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

中
学
校
入
学
式

　
　
　

胃
が
ん
検
診
（
仲
塔
）

　
　
　

予
防
接
種（
ヒ
ブ
・
ポ
リ
オ
・
Ｍ
Ｒ
）

９
日　

胃
が
ん
検
診（
す
こ
や
か
館
）

　
　
　

小
学
校
入
学
式

10
日　

５
月
期
子
牛
・
春
季
育
成
村
品
評
会

　
　
　

胃
が
ん
検
診
（
尾
向
）

上
旬　

椎
茸
部
会
総
会

　
　
　

乾
椎
茸
品
評
会

11
日　

胃
が
ん
検
診（
不
土
野
）

12
日　

成
牛
市

15
日　

胃
が
ん
検
診（
す
こ
や
か
館
）

　
　
　

予
防
接
種（
肺
炎
球
菌
・
日
脳
）

16
日　

胃
が
ん
検
診（
松
尾
）

17
日　

胃
が
ん
検
診（
大
河
内
）

　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
村
長
杯
争
奪
戦
大
会

18
日　

胃
が
ん
検
診（
尾
向
）

19
日　

胃
が
ん
検
診（
す
こ
や
か
館
）

22
日　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
四
混
・
三
混
）

　
　
　

妊
婦
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

23
日　

和
牛
登
録

29
日　

昭
和
の
日

　
　
　

椎
葉
神
楽
ま
つ
り（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

30
日　

５
月
期
子
牛
・
育
成
郡
共
進
会

　
　
　

特
定
・
後
期
高
齢
者
・
若
者
健
診（
松
尾
）

　
　
　

結
核
・
大
腸
が
ん（
便
）・

　
　
　
　

前
立
腺
が
ん
検
診（
松
尾
）

下
旬　

春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

４
月
の
主
な
行
事

香
典
返
し

（
１
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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選
評
・
角
　
光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

早
春
の
山
の
端
に
見
る
煙
か
な	

中
瀨　

汀

［
評
］
一
読
し
て
、
こ
の
句
に
は
む
つ
か
し
い
言
葉
は
な
い
。
先
ず
〝
早
春
〟
と
云

う
季
語
が
よ
ろ
し
い
。
威
張
ら
な
い
表
現
で
読
者
が
安
心
す
る
。
次
は
遠
望

す
る
よ
う
な
〝
山
の
端
〟
と
き
た
。
こ
れ
は
作
者
が
山
の
頂
上
の
あ
た
り
を

良
く
知
っ
て
い
る
か
ら
。
そ
の
あ
た
り
で
登
っ
て
い
く
〝
煙
〟
も
良
く
熟
知

し
て
い
る
。

春
の
野
に
駿
馬
親
仔
の
駈
け
に
け
り	

那
須　

正

［
評
］
こ
の
句
は
多
分
阿
蘇
高
原
の
作
だ
と
思
う
。
こ
こ
で
は
「
春
野
」
と
し
て
あ

る
か
ら
草
原
は
青
々
と
し
て
い
る
。そ
こ
を
馬
の
親
子
が
駈
け
て
い
る
の
だ
。

作
者
は
馬
の
走
り
ぶ
り
を
見
て
去
年
活
躍
し
た
○
○
号
だ
と
思
っ
て
注
目
し

て
い
る
。

星
あ
ま
た
き
ら
め
く
朝
や
春
隣	
山
本　

和
枝

［
評
］
私
は
朝
寝
坊
な
の
で
こ
の
句
の
よ
う
な
体
験
は
し
た
こ
と
が
な
い
。
春
隣
と

云
う
季
語
は
、
起
床
し
た
と
き
に
い
つ
も
の
朝
と
違
う
暖
か
み
を
感
じ
る
と

き
が
あ
る
。
満
天
の
星
を
い
た
だ
い
て
い
る
早
朝
の
目
覚
め
と
は
う
ら
や
ま

し
い
か
ぎ
り
。

《
佳
作
》

節
の
豆
受
け
く
る
帽
子
が
顔
掠
め

小
丸
川　

隆

俳
句
友
永
遠
の
旅
路
に
清
め
雪

黒
木　

八
重
子

雪
積
も
り
飼
い
犬
丸
く
小
屋
ご
も
り

中
瀨　

ヤ
ス
エ

四
世
代
同
居
の
春
に
笑
顔
か
な

西
村　

サ
ヨ
コ

鈴

成

り

の

伝

統

守

る

柳

餅

那
須　

瑞
穂

土
竜
打
ち
棒
手
を
担
い
で
童
達

　
　

〃

　

長
年
し
い
ば
俳
句
会
に
ご
投
句
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
那
須
瑞
穂
様
が
２
月
７
日

に
不
慮
の
落
石
事
故
に
よ
り
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
事
故
に
あ
っ
た
車
の
中
に
、
今
月
出

す
予
定
で
あ
っ
た
投
句
が
残
っ
て
お
り
、
ご
遺
族
が
役
場
に
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

２
月
は
雪
が
た
く
さ
ん
降
り
ま
し
た
ね
。「
こ
ん

な
に
降
っ
た
の
は
い
つ
ぶ
り
や
ろ
う
か
」
と
い

う
話
し
を
み
ん
な
し
て
い
ま
し
た
▼
数
日
後
、

村
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
雪
だ
る
ま
」
や
「
か

ま
く
ら
」
が
見
ら
れ
ま
し
た
▼
雪
で
大
変
な
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
思
い

出
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
ね
▼
最
後
に
、
除

雪
作
業
に
ご
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
梅
吉
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
将
来
の
目
標
を
立
て
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
前
に
突
き
進
む
。
し
か
し
、
途

中
で
分
か
れ
道
が
あ
っ
た
り
、
落
石
が

あ
っ
た
り
、
道
が
寸
断
さ
れ
て
い
た
り

と
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
問
題
や
壁
が

現
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
回
立
て
た「
志
」

を
大
切
に
、
回
り
道
し
て
も
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
ゆ
っ
く
り
考
え
て
も
い
い

の
で
、
目
標
に
近
づ
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　

耳
川
流
域
の
市
町
村（
日
向
市
・
門
川

町
・
美
郷
町
・
諸
塚
村
・
椎
葉
村
）や
商

工
会
等
で
組
織
す
る
耳
川
流
域
地
場
産
業

振
興
対
策
協
議
会
で
は
、
宮
崎
市
高
千
穂

通
り
に
お
い
て
、
年
に
２
回（
12
月
・
３

月
）、「
地
場
産
品
展
示
即
売
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
即
売
会
は
、
日
向
入
郷
の
地

場
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
毎
回
、
多
く
の
買
い
物
客
で

賑
わ
い
ま
す
。

　

３
月
期
は
、
７
日（
金
）～
８
日（
土
）の
２

日
間
開
催
し
、
各
市
町
村
の
特
産
品
が
当

た
る
抽
選
会
や
、
鮎
の
塩
焼
き
の
振
る
舞
い

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
い
た
だ
き
、
自
慢
の
一

品
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
７
日（
金
）
10
時
～
17
時

　
　
　
　

３
月
８
日（
土
）
10
時
～
16
時

■
場
所　

宮
崎
市
高
千
穂
通
り
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド（
宮
崎
山
形
屋
前
歩
道
）

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

『
地
場
産
品
展
示
即
売
会
』

■問い合わせ先
　宮崎県耳川流域地場産業振興
　対策協議会事務局
　日向市 産業経済部 商工港湾課
　☎０９８２－５２－２１１１

『
立
志
式
』

故
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　おつるちゃんは、１月25・26日に大阪府豊中市せんちゅうパル
にて行われた『九州・沖縄観光物産展』に行ってきました。また、
２月８日には熊本県菊池市コッコファームたまご庵にて『山幸・海幸観光物産展』、２月９日には熊本県湯
前町湯前駅前にて『ゆのまえ苺まつり』に出演してきました。
　今回もたくさんの笑顔に出会えて元気いっぱい。おつるちゃんはどこの会場に行っても、小さな子どもか
ら大人の人たちまで幅広く人気があり、たくさん写真を撮ってもらったり握手したりと大人気でした。
　今度はどこにいけるのかなと思うとハードスケジュールで
もわくわくのおつるちゃんでした。

　２月は大雪ばっかりで大変でしたね。皆
さんは大丈夫でしたか？おつるちゃんは
ちょっと寒いの苦手なので、お外に出れま
せんでした。早く春が来ないかな…。
　おつるちゃんフェイスブックページ：
fb.com/otsuruchan.shiiba
　チェックしてみてね♪

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！24
ハードスケジュールもへっちゃらの巻

　甲虫目ハムシ科に属します。北海道から九州に分布
し、草原や畑などで見かけることができます。テント
ウムシのようにも見えますが、春の到来を告げる代表
的なハムシの一つです。ハムシはその名が示すとおり

「葉虫」と書きます。体長は7.5～9.5ミリ程でハムシの
仲間では大型です。触覚は長く鋸状。背中の斑紋は黄
色やオレンジ色になり、その形は変化に富みます。警
戒心が強く、人が近づくと手足を縮めて死んだふりを
します。幼虫は葉を食べて成長したあと土中で蛹化し
夏頃に羽化します。今の時期に現れる個体は去年羽化
した越冬個体です。成虫・幼虫ともにタデ科のイタド
リ、ギシギシ、スイバ等を食草とします。このように
ハムシの仲間には食草から名前を付けられたものも少
なくありません。ウリ科の葉を食べるウリハムシ（瓜
葉虫）はスイカやキュウリ、カボチャ等の作物を食害
することで知られています。

（九州大学演習林　鍜治　清弘・榎木　勉）

イタドリハムシ
37椎葉の生き物

▲湯前町「苺まつり」 ▲菊池市「山幸・海幸観光物産展」 ▲大阪でも人気のおつるちゃん!

BOOK  CORNER
　

史
上
最
高
齢
・
75
歳
で
芥
川
賞
を
受

賞
し
た「
新
人
女
性
作
家
」の
デ
ビ
ュ
ー

作
。
著
者
の
「
50
年
か
け
た
小
説
修

業
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
。文
学
の
限
り
な
い
可
能
性
を
示
す
、

若
々
し
く
成
熟
し
た
作
品
。

○椎葉村民図書室の蔵書を、インターネットで検索できます。
　http://www.lib-finder2.net/shiiba
■問い合わせ先　椎葉村教育委員会
　☎0982-67-2850　無料☎767-0082

神楽とひえつき節と相撲
が大好きな和くん。 
あと消防をおぼえれば、
椎葉でとせいが出来る
ハズ･･･。 
じいちゃん、ばぁちゃん、
地域の方に大事にされて
すくすく育ってます☆ 

尾前 和仁 くん（１歳）
尾　向（水　無）

おとうさん：義文 さん
おかあさん：裕香 さん

未来にはばたけ！

『
ａ
ｂ
さ
ん
ご
』

【
出
版
社
】
文
藝
春
秋

（
著
）
黒
田 

夏
子


